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討論会の流れ

1.趣旨説明

2.自己紹介

3.私たちがかけることができる一声とは？討論

4.質疑応答

5.私たちが今できること



開催趣旨

•信頼できる老人ホーム探し、介護現場スタッフの体験から、在宅で介護している方の多
くがギリギリまで追い込まれながら介護を抱え込んでいる現実を目の当たりにする。

•家族を大切にして一生懸命介護をしている方ほど、介護ストレスを一人で抱えやすく、
ときに手をあげてしまうことがあるのではないか？

•シベリヤ抑留や満州からの引き上げなど、厳しい体験をしてきた世代の方々が、最期
につらい思いをするのは見過ごせない！

•介護を苦にして家族を殺めてしまう「介護殺人」事件のニュースが後を絶たない

•高齢者虐待の件数は増え続けており、報告されているだけで13,723件（H19年度）と
なっている。そのうち、虐待被害者が死に至ったケースは27件。これはあくまでも氷山
の一角である。

（私一人ではどうにもならない問題なので）

介護殺人についてみんなで考え、
解決に取り組んでいく必要がある！！



高齢者虐待・介護殺人のイメージ

日々の介護でストレスを感じている

うまくいかないことがあると手を上げてしまう

手を上げることが常態化してしまっている
（高齢者虐待）

介護を苦にして殺めてしまう
（介護殺人）



自己紹介

•内田順夫：
妻の介護をして16年目。仕事と介護の両立、介護で倒れて入院するなどの経験をし、現在
は“不良介護人”を宣言し、趣味を楽しみながら介護を無理なく継続している。

•北川孝行：
昨年度まで東京都荒川区福祉部福祉高齢課にて高齢者虐待対策事業を担当。成年後見
制度で区長申立や特養ホームへの措置入所の事務等を担当。

•山崎乃浬子：
神奈川県厚木市の同じ町内（戸室）で4つの施設を運営。「地域で困っている人を何とか受
け入れる」という熱意のもと、困難事例を積極的に引き受けてきた経験を持つ。

•川内潤：
老人ホーム紹介事業を運営する傍ら、在宅介護サービス（訪問入浴）のケアスタッフを経験。
野放しになっている虐待を目の当たりにしたことから、介護殺人撲滅事業を立ち上げる。



介護殺人撲滅ネットワーク（http://www.kaigo-shisetsu.com/archives/030open/ ）

＜提供しているコンテンツ＞

関連ニュース、討論会映像配信、討論会報告書発売、教えて！介護、
介護メール相談、カウンセリング、参加企業募集



教えて！介護（http://kaigo.okwave.jp/）

＜教えて！介護とは？＞

日本初、最大級のQ&Aサイト「OKWave」が提供する、介護の専門家や介護を
している方を含めた130万人が登録しているサイトなので、自宅にいながら匿名で相談
できる、具体的な回答がもらえる、など便利なサイトです。


